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糸島市人権・同和教育推進協議会長糸支部

皆さま、こんにちは。毎日暑い日が続

きますが体調はいかがでしょうか？今年

の梅雨は空梅雨かと思ったら、朝倉市

や日田方面で過去最高の豪雨による

災害が発生するなど予測不可能な自

然災害が起きています。長糸も平成３

年に５０年ぶりといわれる豪雨により大

きな被害が出たこともあります。

復旧までには相当の時間がかかり、日常生活を取り戻すには大変な苦労が伴

います。しかし、古来よりの互助精神が息づく日本においては、そうした危機に

直面した時の『思いやり』が真価を発揮するのです。これは個々の持つ人権意

識の成せる技ではないでしょうか？これからも私たちはつねに高い意識をもち

ながら活動していきたいと考えております。

わかたけ・人権トークを終えて！！

※ 今後の行事計画

７月２８日・・・４者合同学習会

１２月２日・・・人権映画祭

２月 ４日・・・合同フィールドワー

さる7月１日、長糸公民館２階ホールに多くの聴衆が待ち受ける中で『わかたけ・人権
トーク』が開催されました。なんといっても今年の目玉は、長糸校区在住の中島至さん

によるトークでした。軽快な語り口と次々に明かされる「桃太郎物語」の裏話や日ごろ何

気なく使っている言葉の本当の意味がおもしろおかしく先生の口からあふれ出すと、会

場の全員がその空間に引き込まれ、あっという間の９０分間が過ぎてしまいました。お

寺の住職でもある一方、教誨師(きょうかいし)として刑務所などの受刑者にお話をされ
ることもあるそうです。う～んなるほど！だから人々の心にひびくのでしょうね。

講師の中島至（なかしまいたる）さん

です！今からどういう話を聞かせてく

れるんだろうとワクワクしました。

地域の方や白糸農園生も含め、８０名近

くの参加者があり、ホール内がほぼ満員

状態でした。軽妙なトークに思わず笑み

がこぼれます。

最後は、小学生からの感想や質問を

交えて楽しいトークショーとなりました。

平成２９年度の新体制メンバー

支部長 牧園保男（留任）

副支部長 中野 明 （留任）

副支部長 溝口保昭（新任）

最初に５・６年生による人権標語の発表！


